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総務文教常任委員会 
                平成２５年３月２８日（木）午前 時  分～ 

 第３委員会室                                                                                                                             

１ 開議 

 

２ 事務局日程説明 

 

３ 委員長報告の確認  

  

４ その他 

（１）専決予定事項の説明 
   ・市税条例の一部改正 
      
（２）議会だよりの内容について 
 
（３）次回の日程及び内容について 
   ・４月１５日（月） 午前１０時～ 
     小中学校の適正化について 
     学校給食について（放射能測定検査）    
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総務文教常任委員長報告 

（H25．3．28） 

 総務文教常任委員会に付託されました議案について、審査の経過

概要と結果を報告いたします。 

 

 まず、第８号議案の平成２５年度曽我部山林事業特別会計予算は、

山林管理に要する経費であり、別段異論なく、採決の結果は、全員

をもって原案可決すべきものと決定しました。 

 次に、第１２号議案から第４１号議案の平成２５年度亀岡財産区

ほか２９財産区特別会計予算について、その内容は、造林、育林等

山林の管理経費、並びに関係地域の自治振興のための助成経費等が

主なものであります。３０財産区いずれも、別段異論なく、採決の

結果は、全員をもって原案可決すべきものと決定しました。 

 

 次に、第４２号議案の亀岡市暴力団排除条例の一部改正は、暴力

団員による不当な行為の防止等に関する法律の一部改正に伴う引用

条項の改正であり、別段異論なく、採決の結果は、全員をもって原

案可決すべきものと決定しました。 

 次に、第４３号議案の亀岡市暴力団排除条例の施行に伴う関係条
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例の整備に関する条例制定は、暴力団排除条例が４月１日から施行

されることに伴い、各種許認可を定める条例等関係する１３条例に

ついて暴力団排除措置に関する規定を設けるものであり、別段異論

なく、採決の結果は、全員をもって原案可決すべきものと決定しま

した。 

 次に、第４４号議案の職員の退職手当に関する条例等の一部改正

は、国家公務員退職手当法等の一部改正に伴い、退職給付の官民均

衡を図るため、退職手当の基本額に係る調整率を国に準じて、段階

的に引き下げるものであります。採決に先立ち、本改正は強行可決

された国家公務員退職手当法を地方に押し付けるものであり、引き

下げ額は大きく、退職後の生活設計並びに地方経済に与える影響が

大きいとする反対討論、これまでも給与改正は上げるときも下げる

ときも国に準じて実施しており、退職手当も同様であるとする賛成

討論がありました。採決の結果は、賛成多数をもって原案可決すべ

きものと決定しました。 

 次に、第４５号議案の亀岡市立文化センター条例の一部改正は、

天川文化センターを建て替え移転することに伴い、名称を「亀岡市

立人権福祉センター」に改め、合わせて位置を改めようとするもの

であります。別段異論なく、採決の結果は、全員をもって原案可決
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すべきものと決定しました。 

 次に、第４６号議案、亀岡市若木の家条例の制定は、現行の亀岡 

中学校若木の家を学校教育施設から社会教育施設へ変更することに 

伴い、新たに使用料を設定し、受益者負担の適正化を図ろうとする 

ものであります。使用料を徴収する宿泊施設とする場合、消防法及 

び旅館業法への適合はされているのか、また、使用目的の変更によ 

り継続して使用していこうとする根拠について、等々の質疑がなさ 

れたところでありますが、本条例制定に関連する予算が一般会計当 

初予算に計上されていることから予算特別委員会の審査終了後に採 

決することといたしました。 

 予算特別委員会での審査終了後、改めて審査しましたが、指摘し 

た法的適合性が確認されたのちに採決すべきと判断し、本議案につ 

いては継続して審査すべきものと決定いたしました。 

 次に、第４７号議案、地域社会における共生の実現に向けて新た 

な障害保健福祉施策を講ずるための関係法律の整備に関する法律等 

の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定は、関係する４条 

例について、所要の規定整備を図るものであり、別段異論なく、採 

決の結果は、全員をもって原案可決すべきものと決定しました。 

 次に、第５７号議案、亀岡市上下水道事業の組織等に関する条例 
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の一部改正については、地域の自主性及び自立性を高めるための改 

革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律における水道法 

の一部改正及び飲用井戸等衛生対策要領の一部改正に伴い、上下水 

道部が分掌する事務について規定整備を図るものであります。別段 

異論なく、採決の結果は、全員をもって原案可決すべきものと決定 

しました。 

 

 次に、去る平成２４年１２月定例会において、本常任委員会に付

託され、継続審査としておりました請願について、審査経過と結果

を報告いたします。 

 受理番号８番、亀岡市放課後児童会の環境改善についての請願で

ありますが、１月に２日間にわたり、特に開設スペースに課題のあ

る放課後児童会を視察し、現状把握に努めたところであります。 

採決に先立ち、スペース面で一定の改善措置は予定されているよ

うでありますが、学校外の開設場所への移動における一層の安全確

保を望む意見等が出され、採決の結果は、全員をもって採択すべき

ものと決定しました。 

 

 以上、簡単でありますが、本委員会の報告といたします。 







一
般
会
計
補
正
予
算 

国
庫
補
助
金
を
活
用
し
て
教
育
環
境
整
備
が 

大
き
く
前
進 

◎
亀
岡
小
学
校
管
理
教
室
等
耐
震
補
強
・大 

規
模
改
修
工
事
に
１
億
７
，
０
７
０
万
円
増 

 

◎
川
東
小
学
校
・高
田
中
学
校
改
築
工
事
に 
１
０
億
９
８
０
万
円
増 

◎
（
仮
称
）
亀
岡
幼
稚
園
建
設
工
事
に 

２
億
５
，
４
０
０
万
円
増 

 

国
の
緊
急
経
済
対
策
に
よ
る
補
正
予
算
の 

補
助
採
択
を
受
け
、
２
５
年
度
に
予
定
し
て

い
た
も
の
を
前
倒
し
て
予
算
計
上
。
事
業
は

新
年
度
に
繰
り
越
し
て
実
施
。
川
東
小
・
高

田
中
は
施
設
一
体
型
の
小
中
一
貫
校
と
し
て

建
設
さ
れ
、（
仮
称
）
亀
岡
幼
稚
園
は
現
在
の

２
公
立
幼
稚
園
が
統
合
さ
れ
、
新
幼
稚
園
と

し
て
建
設
さ
れ
ま
す
。 

【
委
員
会
か
ら
の
要
望
】 

 

事
業
発
注
に
あ
た
っ
て
は
業
者
の
技
術
・

実
績
を
勘
案
し
、
安
全
、
確
実
な
工
事
が
達

成
さ
れ
る
よ
う
、
合
わ
せ
て
地
域
経
済
の
活

性
化
に
も
留
意
さ
れ
た
い
。 

条
例
は
木
の
宿
泊
施
設
で
あ
る
「
亀
岡
中

学
校
若
木
の
家
」
を
学
校
教
育
施
設
か
ら

社
会
教
育
施
設
へ
変
更
。
新
た
に
使
用
料

を
設
定
し
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化
を
図

る
も
の
。
委
員
会
で
は
次
の
よ
う
な
質
疑

が
な
さ
れ
、
結
果
は
継
続
審
査
へ
。 

問 

当
初
目
的
の
利
用
が
な
い
な
ら
ば
廃

止
も
考
え
ら
れ
る
が
、
目
的
を
変
更
し
て

ま
で
も
継
続
す
る
根
拠
は
。 

ま
た
、
消
防
法
、
旅
館
業
法
の
適
合
は
。 

答 

今
後
も
十
分
に
使
用
で
き
る
状
態
で

あ
り
、
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
施
設
で
あ

る
の
で
今
後
も
継
続
し
て
市
民
ニ
ー
ズ
に

応
え
た
い
。
現
状
、
社
会
教
育
団
体
が
大

半
だ
が
５
千
人
余
り
の
利
用
が
あ
る
。 

結
果 

指
摘
し
た
法
的
適
合
性
の
確
認
が

さ
れ
た
の
ち
に
採
決
す
べ
き
と
判
断
し
、

継
続
し
て
審
査
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し

た
。 

「
亀
岡
市
若
木
の
家
条
例
の 

制
定
」
は
継
続
審
査
に 

請
願
審
査
（
１
２
月
議
会
継
続
分
） 

放
課
後
児
童
会
の
環
境
改
善
に
つ
い
て

の
請
願
を
採
択 

 

委
員
会
で
は
、
去
る
１
月
２
３
日
、
２
８

日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
開
設
ス
ペ
ー
ス
に

課
題
の
あ
る
４
校
を
現
地
視
察
し
、
狭
ス
ペ

ー
ス
で
も
元
気
よ
く
学
習
に
励
む
子
ど
も
た

ち
の
姿
を
見
て
、
心
強
く
感
じ
る
と
と
も
に

一
層
の
環
境
改
善
の
必
要
性
を
実
感
。 

来
年
度
に
は
一
部
ス
ペ
ー
ス
面
で
の
改
善

措
置
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
移
動
時
の

安
全
確
保
等
更
な
る
充
実
を
望
み
採
択
し
ま

し
た
。 


